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(57)【要約】
  本開示は、少なくとも０．１ＭＰａからの圧力範囲で 
動作可能であるエネルギー変換システムの燃料分配シス 
テム用の水素運搬部品であって、本体と、本体内の少な 
くとも１つのガス導管と、少なくとも１つのガス導管を 
介して連通した少なくとも１つのガス入口及び少なくと 
も１つのガス出口とを備え、本体は、以下の組成、すな 
わち０．１８～０．４５重量％の炭素、０．１５～０． 
４０重量％のケイ素、０．４～１．０重量％のマンガン 
、０．４～１．２重量％のクロム、０．０８～０．３５ 
重量％のモリブデン、最大０．０３５重量％のリン、最 
大０．０４重量％の硫黄、鉄及び製錬関連の鋼付随元素 
を有する焼戻し鋼で実質的に製作され、焼戻し鋼は、以 
下の特性、すなわち、６５０ＭＰａ～９５０ＭＰａの範 
囲の引張強度、５００ＭＰａ～８５０ＭＰａの範囲の降 
伏強度又は０．２％弾性限界、及び１２％～３５％の範 
囲の破断伸びを有する、水素運搬部品に関する。さらに 
、本開示は、水素分配システム、エネルギー変換設備、 
及び乗り物用のドライブシステムに関する。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全17頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も ０ ． １ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 範 囲 で 動 作 可 能 で あ る エ ネ ル ギ ー 変 換 シ ス テ ム の 燃 料 分  
配 シ ス テ ム 用 の 水 素 運 搬 部 品 で あ っ て 、
　 本 体 と 、
　 前 記 本 体 内 の 少 な く と も １ つ の ガ ス 導 管 と 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の ガ ス 導 管 を 介 し て 連 通 し た 少 な く と も １ つ の ガ ス 入 口 及 び 少 な く  
と も １ つ の ガ ス 出 口 と
　 を 備 え 、
　 前 記 本 体 は 、 以 下 の 組 成 ：
　 －   ０ ． １ ８ ～ ０ ． ４ ５ 重 量 ％ の 炭 素 、
　 －   ０ ． １ ５ ～ ０ ． ４ ０ 重 量 ％ の ケ イ 素 、
　 －   ０ ． ４ ～ １ ． ０ 重 量 ％ の マ ン ガ ン 、
　 －   ０ ． ４ ～ １ ． ２ 重 量 ％ の ク ロ ム 、
　 －   ０ ． ０ ８ ～ ０ ． ３ ５ 重 量 ％ の モ リ ブ デ ン 、
　 －   最 大 ０ ． ０ ３ ５ 重 量 ％ の リ ン 、
　 －   最 大 ０ ． ０ ４ 重 量 ％ の 硫 黄 、
　 －   鉄 及 び 製 錬 関 連 の 鋼 付 随 元 素
　 を 有 す る 焼 戻 し 鋼 で 実 質 的 に 製 作 さ れ 、
　 前 記 焼 戻 し 鋼 は 、 以 下 の 特 性 ：
　 －   ６ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 の 引 張 強 度 、
　 －   ５ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ８ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 の 降 伏 強 度 又 は ０ ． ２ ％ 弾 性 限 界 、 及 び
　 －   １ ２ ％ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 の 破 断 伸 び
　 を 有 す る 、 水 素 運 搬 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 焼 戻 し 鋼 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の ガ ス 導 管 の 内 側 に お い て 、 最 大 ２ ０ ０ μ ｍ 、 好  
ま し く は 最 大 １ ３ ０ μ ｍ の 欠 陥 深 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 焼 戻 し 鋼 の 前 記 炭 素 の 含 有 量 は 、 ０ ． １ ８ ～ ０ ． ３ ３ 重 量 ％ の 範 囲 、 好 ま し く は ０  
． ２ ２ ～ ０ ． ２ ９ 重 量 ％ の 範 囲 に あ る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 案 内  
部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 焼 戻 し 鋼 の 前 記 リ ン の 含 有 量 は 、 ０ ． ０ ２ ５ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 か つ ／ 又 は 前 記 焼  
戻 し 鋼 の 前 記 硫 黄 の 含 有 量 は 、 ０ ． ０ １ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か  
１ 項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 焼 戻 し 鋼 の 前 記 引 張 強 度 は 、 ７ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 、 好 ま し く は ７ ５  
０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 、 さ ら に よ り 好 ま し く は ７ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範  
囲 に あ り 、 か つ ／ 又 は 、
　 前 記 焼 戻 し 鋼 の 前 記 降 伏 強 度 又 は 前 記 ０ ． ２ ％ 弾 性 限 界 は 、 ６ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ８ ５ ０ Ｍ Ｐ  
ａ の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は ６ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ８ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 に あ り 、 か つ ／ 又 は 、
　 前 記 焼 戻 し 鋼 の 前 記 破 断 伸 び は 、 １ ３ ％ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 、 好 ま し く は １ ４ ％ ～ ２ ８ ％ の  
範 囲 、 さ ら に よ り 好 ま し く は １ ５ ％ ～ ２ ５ ％ の 範 囲 に あ る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か １  
項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 本 体 の う ち の 前 記 ガ ス 導 管 を 囲 む 部 分 が 、 ０ ． ８ ｍ ｍ ～ ９ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 好 ま し  
く は １ ． ０ ｍ ｍ ～ ６ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は １ ． ０ ｍ ｍ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 の 最  
大 肉 厚 を 有 す る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 部 品 は 、 少 な く と も １ つ の 溶 接 接 続 部 及 び ／ 又 は 少 な く と も １ つ の は ん だ 付 け 接 続  
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部 に よ っ て 接 続 さ れ た 少 な く と も ２ つ の サ ブ ユ ニ ッ ト を 備 え る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ  
か １ 項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 部 品 は 、 パ イ プ 、 弁 、 Ｔ 字 ピ ー ス 、 圧 力 リ デ ュ ー サ 、 フ ィ ル タ 、 流 量 制 限 器 、 又 は  
共 通 分 配 器 で あ り 、 あ る い は こ れ ら の 機 能 の う ち の 少 な く と も ２ つ を １ つ の 部 品 に 組 み 合  
わ せ て い る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 本 体 は 、 連 続 動 作 に お い て 、 少 な く と も ３ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 好 ま し く は 少 な く と も ７ ０ Ｍ  
Ｐ ａ 、 よ り 好 ま し く は 少 な く と も １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 内 部 ガ ス 圧 力 に 耐 え る 、 先 行 す る 請 求 項  
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 本 体 の 外 面 は 、 以 下 の コ ー テ ィ ン グ ： 亜 鉛 － ニ ッ ケ ル コ ー テ ィ ン グ 、 ガ ル バ ニ ッ ク  
コ ー テ ィ ン グ 、 電 気 泳 動 析 出 に よ っ て 生 成 さ れ た コ ー テ ィ ン グ 、 又 は 粉 末 コ ー テ ィ ン グ の  
う ち の 少 な く と も １ つ で 覆 わ れ る 、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 案 内 部 品  
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 少 な く と も １ つ の 第 １ の 水 素 案 内 部 品 と 、 好 ま  
し く は 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 水 素 案 内 部 品 と を  
、 連 通 さ せ て 備 え る 、 エ ネ ル ギ ー 変 換 シ ス テ ム 用 の 水 素 分 配 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 高 圧 部 と 、 好 ま し く は 低 圧 部 と 、 前 記 高 圧 部 を 前 記 低 圧 部 に 接 続 す る 圧 力 リ デ ュ ー サ と  
を 備 え 、 前 記 高 圧 部 は 、 少 な く と も ３ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 好 ま し く は 少 な く と も ７ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 よ り  
好 ま し く は 少 な く と も １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 動 作 圧 力 に 合 わ せ て 設 計 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ に  
記 載 の 水 素 分 配 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 高 圧 部 は 、 以 下 の 部 品 ： 外 側 タ ン ク 弁 又 は 内 側 タ ン ク 弁 、 フ ィ ル タ 、 逆 止 弁 、 少 な  
く と も １ つ の 充 て ん 導 管 及 び 少 な く と も １ つ の 取 り 出 し 導 管 、 コ ア レ ッ サ ー フ ィ ル タ 、 Ｔ  
字 ピ ー ス 、 充 て ん ノ ズ ル 、 共 通 分 配 器 、 及 び ソ レ ノ イ ド 弁 の う ち の １ つ 以 上 を 備 え る 、 請  
求 項 １ ２ に 記 載 の 水 素 分 配 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 水 素 供 給 ラ イ ン 又 は 水 素 タ ン ク と 、
　 水 素 燃 焼 機 関 、 水 素 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 燃 料 電 池 と 、
　 前 記 供 給 ラ イ ン 又 は 前 記 タ ン ク か ら 前 記 燃 焼 機 関 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 前 記  
燃 料 電 池 へ と 水 素 を 供 給 す る 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 分 配 シ ス テ ム  
と
　 を 備 え る 、 固 定 型 又 は 移 動 式 エ ネ ル ギ ー 変 換 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 高 圧 水 素 タ ン ク と 、
　 水 素 燃 焼 機 関 、 水 素 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 燃 料 電 池 と 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 高 圧 水 素 タ ン ク か ら 前 記 燃 焼 機 関 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又  
は 前 記 燃 料 電 池 へ と 水 素 を 供 給 す る 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 素 分 配 シ  
ス テ ム と
　 を 備 え る 、 乗 り 物 用 の 水 素 推 進 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 １ ． 技 術 分 野
　 本 発 明 は 、 特 に は 乗 り 物 の ド ラ イ ブ ト レ イ ン 用 で あ り 、 焼 戻 し 鋼 か ら 製 造 さ れ る 軽 量 水  
素 案 内 部 品 、 及 び そ れ ら か ら 構 成 さ れ る 軽 量 水 素 分 配 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 ２ ． 技 術 水 準
　 約 １ ２ ０ Ｍ Ｊ ／ ｋ ｇ の エ ネ ル ギ ー 密 度 、 及 び 排 出 物 を 出 さ な い 酸 素 水 素 反 応 （ ２ Ｈ ２ ＋  
Ｏ ２ → ２ Ｈ ２ Ｏ ） ゆ え に 、 水 素 分 子 （ Ｈ ２ ） は 、 熱 機 関 （ 例 え ば 、 ガ ス タ ー ビ ン 及 び 燃 焼  
機 関 ） 及 び 燃 料 電 池 に 理 想 的 な 燃 料 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 （ 例 え ば 、 乗 り 物 の ド ラ イ ブ ト レ イ ン 又 は 発 電 用 の 固 定 型 設 備 の 燃 料 供 給 に お け る ） 従  
来 の Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム は 、 典 型 的 に は 、 高 い ニ ッ ケ ル の 含 有 量 （ 通 常 は 、 １ ２ ． ５ 重 量 ％  
を 上 回 る ） を 有 す る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 （ 例 え ば 、 １ ． ４ ４ ３ ５ 型 、 稀 に は １  
． ４ ５ ７ １ 型 ） か ら 製 造 さ れ る 。 こ の 材 料 の 種 類 に 関 し て 、 面 心 立 方 結 晶 格 子 を 有 す る こ  
と に よ り 、 と り わ け 高 い ガ ス 圧 に お い て 生 じ る 水 素 脆 化 の 問 題 を 回 避 で き る こ と が 知 ら れ  
て い る （ Ｍ ａ ｔ ｅ ｒ ｉ ａ ｌ ｓ   Ｓ ｃ ｉ ｅ ｎ ｃ ｅ   ａ ｎ ｄ   Ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ ， Ｖ ｏ ｌ  
ｕ ｍ ｅ   ３ ３ ， Ｉ ｓ ｓ ｕ ｅ   １ ３ （ ２ ０ １ ７ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 は 、 高 価 で あ る （ と り わ け 、 ニ ッ  
ケ ル 及 び モ リ ブ デ ン の 含 有 量 が 多 い た め ） 。 し た が っ て 、 欧 州 特 許 第 ２ ８ ５ ０ ２ １ ５ 号 明  
細 書 が 、 モ リ ブ デ ン を 含 ま ず 、 ニ ッ ケ ル の 含 有 量 が ６ ～ ９ 重 量 ％ と 少 な い オ ー ス テ ナ イ ト  
鋼 を 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 オ ー ス テ ナ イ ト 鋼 の 機 械 的 特 性 は 、 多 く の 場 合 、 と り わ け 最 新 の 高 圧 タ ン ク が 使  
用 さ れ る 場 合 に 、 Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム の 製 造 に あ ま り 適 し て い な い 。 例 え ば 、 １ ． ４ ４ ３ ５  
型 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 は 、 通 常 は 、 ６ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 未 満 の 引 張 強 度 、 ２ ５ ０ Ｍ  
Ｐ ａ 未 満 の ０ ． ２ ％ 弾 性 限 界 、 及 び ４ ５ ％ を 超 え る 破 断 伸 び を 有 す る に す ぎ な い 。 そ の よ  
う な 材 料 か ら 製 造 さ れ る Ｈ ２ 部 品 の 典 型 的 に は 大 き い 重 量 は 、 特 に は 最 新 の Ｈ ２ を 動 力 と  
す る 乗 り 物 （ 例 え ば 、 乗 用 車 、 ト ラ ッ ク 、 鉄 道 車 両 、 航 空 機 、 船 舶 、 ド ロ ー ン 、 な ど ） の  
ド ラ イ ブ ト レ イ ン に と っ て 、 決 定 的 な 欠 点 と な り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 は 、 加 工 が よ り 困 難 か つ ／ 又 は 普 通 で な い 加 工  
方 法 を 必 要 と す る 可 能 性 も あ り 、 し た が っ て 、 例 え ば 燃 焼 機 関 又 は 燃 料 電 池 の た め の Ｈ ２
分 配 シ ス テ ム を 大 量 生 産 す る た め に 、 新 し い 製 造 設 備 を 設 置 し な け れ ば な ら ず 、 あ る い は  
既 存 の 製 造 設 備 を 複 雑 な や り 方 で 改 造 し な け れ ば な ら な い 。 総 合 的 に 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系  
ス テ ン レ ス 鋼 か ら 製 造 さ れ る Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム の 上 述 の 欠 点 は 、 Ｈ ２ エ ネ ル ギ ー 技 術 の 大  
規 模 な 使 用 に と っ て 、 大 き な 障 害 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 背 景 に お い て 、 欧 州 特 許 第 ２ ２ ７ ８ ０ ３ ５ 号 明 細 書 が 、 良 好 な Ｈ ２ 脆 性 及 び ９ ０ ０  
Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 の 引 張 強 度 を 備 え 、 以 下 の 組 成 ：
　 －   ０ ． １ ０ ～ ０ ． ２ ０ 重 量 ％ の 炭 素 、
　 －   ０ ． １ ０ ～ ０ ． ４ ０ 重 量 ％ の ケ イ 素 、
　 －   ０ ． ５ ０ ～ １ ． ２ ０ 重 量 ％ の マ ン ガ ン 、
　 －   ０ ． ７ ５ ～ １ ． ７ ５ 重 量 ％ の ニ ッ ケ ル 、
　 －   ０ ． ２ ０ ～ ０ ． ８ ０ 重 量 ％ の ク ロ ム 、
　 －   ０ ． ３ １ ～ ０ ． ５ ０ 重 量 ％ の 銅 、
　 －   ０ ． １ ０ ～ １ ． ０ ０ 重 量 ％ の モ リ ブ デ ン 、
　 －   ０ ． ０ １ ～ ０ ． １ ０ 重 量 ％ の バ ナ ジ ウ ム 、
　 －   ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ０ ５ 重 量 ％ の ホ ウ 素 、
　 －   ０ ． ０ １ 重 量 ％ 未 満 の 窒 素 、
　 －   ０ ． ０ １ ～ ０ ． １ ０ 重 量 ％ の ニ オ ブ 及 び ／ 又 は ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ５ ０ 重 量 ％ の チ  
タ ン ；
　 －   そ の 他 の 鉄 及 び 不 可 避 の 不 純 物
　 を 有 す る 材 料 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 し か し な が ら 、 そ の よ う な 材 料 の 製 造 及 び 成 分 は 、 や は り 複 雑 か つ 高 価 で あ り 、 し た が  
っ て 、 と り わ け Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム の 大 量 生 産 に 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 根 底 に あ る 目 的 は 、 技 術 水 準 の 上 述 の 欠 点 の い く つ か を 少 な く と  
も 部 分 的 に 軽 減 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ３ ． 発 明 の 概 要
　 上 記 の 課 題 は 、 本 出 願 の 独 立 請 求 項 の 主 題 に よ っ て 少 な く と も 部 分 的 に 解 決 さ れ る 。 例  
示 的 な 実 施 形 態 が 、 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 少 な く と も ０ ． １ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 範 囲 で 動 作 可 能 で あ り  
、 本 体 と 、 本 体 内 の 少 な く と も １ つ の ガ ス ラ イ ン と 、 少 な く と も １ つ の ガ ス ラ イ ン を 介 し  
て 連 通 し た 少 な く と も １ つ の ガ ス 入 口 及 び 少 な く と も １ つ の ガ ス 出 口 と を 備 え る エ ネ ル ギ  
ー 変 換 シ ス テ ム の 燃 料 分 配 シ ス テ ム 用 の 水 素 運 搬 部 品 を 提 供 す る 。 本 体 は 、 以 下 の 組 成 ：
　 －   ０ ． １ ８ ～ ０ ． ４ ５ 重 量 ％ の 炭 素 、
　 －   ０ ． １ ５ ～ ０ ． ４ ０ 重 量 ％ の ケ イ 素 、
　 －   ０ ． ４ ～ １ ． ０ 重 量 ％ の マ ン ガ ン 、
　 －   ０ ． ４ ～ １ ． ２ 重 量 ％ の ク ロ ム 、
　 －   ０ ． ０ ８ ～ ０ ． ３ ５ 重 量 ％ の モ リ ブ デ ン 、
　 －   最 大 ０ ． ０ ３ ５ 重 量 ％ の リ ン 、
　 －   最 大 ０ ． ０ ４ 重 量 ％ の 硫 黄 、
　 －   鉄 及 び 製 錬 関 連 の 鋼 付 随 元 素
　 を 有 す る 焼 戻 し 鋼 で 実 質 的 に 製 作 さ れ る 。 本 体 を 実 質 的 に 形 成 す る 焼 戻 し 鋼 は 、 以 下 の  
特 性 ：
　 －   ６ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 の 引 張 強 度 、
　 －   ５ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ８ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 の 降 伏 強 度 又 は ０ ． ２ ％ 弾 性 限 界 、 及 び
　 －   １ ２ ％ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 の 破 断 伸 び
　 を さ ら に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 に 明 記 さ れ な い 限 り 、 材 料 特 性 は 、 関 連 の 工 業 規 格 に 従 っ て （ 例 え ば 、 Ｉ Ｓ Ｏ   ６ ８  
９ ２ － １ に 従 っ て ） 決 定 さ れ る べ き で あ る 。 さ ら に 、 こ の 場 所 及 び 以 下 に お い て 、 用 語 「  
実 質 的 に 」 は 、 「 典 型 的 な 設 計 、 測 定 、 及 び ／ 又 は 製 造 の 公 差 の 範 囲 内 」 と 理 解 さ れ る べ  
き で あ る 。 同 様 に 、 焼 戻 し 鋼 が 鉱 石 か ら 得 ら れ る か 、 あ る い は リ サ イ ク ル 材 料 か ら 得 ら れ  
る か に 応 じ て 、 異 な る 鋼 付 随 元 素 が 存 在 し 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 水 素 案 内 部 品 は 、 例 え ば 、 パ イ プ （ 図 ２ を 参 照 ） 、 弁 （ 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照  
） 、 Ｔ 字 ピ ー ス 、 圧 力 リ デ ュ ー サ 、 フ ィ ル タ 、 流 量 制 限 器 、 又 は 共 通 分 配 器 （ 例 え ば 、 図  
１ ） で あ っ て よ く 、 あ る い は こ れ ら の 機 能 の う ち の 少 な く と も ２ つ を １ つ の 共 通 部 品 に 組  
み 合 わ せ て よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 部 品 の 本 体 は 、 連 続 動 作 に お い て 、 少 な く と も ３ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 好 ま し く は 少 な く と も ７ ０  
Ｍ Ｐ ａ 、 よ り 好 ま し く は 少 な く と も １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 内 部 ガ ス 圧 力 に 耐 え る よ う に 作 ら れ る  
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 と り わ け 、 本 体 の う ち の ガ ス 導 管 を 囲 む 部 分 が 、 わ ず か ０ ． ８ ｍ ｍ ～ ９ ｍ ｍ の 範 囲 、 好  
ま し く は １ ｍ ｍ ～ ６ ｍ ｍ の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 範 囲 の 最 大 肉 厚 を 有 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム を 、 技 術 水 準 と 比 較 し て 著 し く 重 量 が 小 さ い が 、 そ れ に  
も か か わ ら ず （ 高 い ） 耐 圧 性 を 有 し 、 水 素 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 脆 化 に 耐 え 、 容 易 に 加  
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工 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｎ Ｃ フ ラ イ ス 加 工 、 穿 孔 、 曲 げ 加 工 、 及 び ／ 又 は 溶 接 ） す る こ と が で き る  
そ の よ う な 部 品 か ら 製 造 す る こ と が で き る 。 技 術 水 準 と は 対 照 的 に 、 例 え ば デ ィ ー ゼ ル ド  
ラ イ ブ ト レ イ ン の 製 造 に も 使 用 さ れ る 長 期 の 実 績 の あ る 製 造 方 法 を 使 用 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 説 明 さ れ る 部 品 及 び 分 配 シ ス テ ム の 水 素 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 脆 化 に 対 す る 耐  
性 を 、 少 な く と も １ つ の ガ ス 導 管 の 内 側 に お い て 肉 厚 の 最 大 ５ ％ ま で の 欠 陥 深 さ を 有 す る  
焼 戻 し 鋼 に よ っ て 、 さ ら に 改 善 で き る こ と が 示 さ れ て い る 。 特 に は 、 欠 陥 深 さ は 、 最 大 ２  
０ ０ μ ｍ 、 好 ま し く は 最 大 １ ３ ０ μ ｍ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 に は 肉 厚 が 小 さ く 、 成 形 性 及 び 接 合 性 が 良 好 で あ る 高 圧 部 品 及 び 高 圧 分 配 シ ス テ ム に  
関 し て 、 本 体 の 焼 戻 し 鋼 の 炭 素 の 含 有 量 が 、 ０ ． １ ８ ～ ０ ． ３ ３ 重 量 ％ の 範 囲 、 好 ま し く  
は ０ ． ２ ２ ～ ０ ． ２ ９ 重 量 ％ の 範 囲 に あ る と さ ら に 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 の 部 品 及 び 分 配 シ ス テ ム の 脆 化 に 対 す る 耐 性 を 、 焼 戻 し 鋼 の リ ン の 含 有 量 を ０ ． ０  
２ ５ 重 量 ％ 以 下 に し 、 か つ ／ あ る い は 焼 戻 し 鋼 の 硫 黄 の 含 有 量 を ０ ． ０ １ ０ 重 量 ％ 以 下 に  
す る こ と に よ っ て 、 さ ら に 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の 部 品 及 び 分 配 シ ス テ ム （ 例 え ば 、 耐 圧 、 Ｈ ２ と の 適 合 性 、 並 び に ／ あ る い は 形 成  
性 及 び 接 合 性 ） へ の き わ め て 高 い 要 求 に 関 し て 、 焼 戻 し 鋼 の 引 張 強 度 は 、 ７ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～  
９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 、 好 ま し く は ７ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 、 さ ら に よ り 好 ま し  
く は ７ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 に あ っ て よ く 、 か つ ／ 又 は 、 焼 戻 し 鋼 の 降 伏 強 度  
又 は ０ ． ２ ％ 弾 性 限 界 は 、 ６ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ８ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は ６ ５ ０ Ｍ  
Ｐ ａ ～ ８ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 に あ り 、 か つ ／ 又 は 、 焼 戻 し 鋼 の 破 断 伸 び は 、 １ ３ ％ ～ ３ ０ ％  
の 範 囲 、 好 ま し く は １ ４ ％ ～ ２ ８ ％ の 範 囲 、 さ ら に よ り 好 ま し く は １ ５ ％ ～ ２ ５ ％ の 範 囲  
に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 、 上 述 の 部 品 は 、 少 な く と も １ つ の 溶 接 接 続 部 及 び ／ 又 は 少 な く と も １ つ の は ん  
だ 付 け 接 続 部 に よ っ て 接 続 さ れ た 少 な く と も ２ つ の サ ブ ユ ニ ッ ト を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 部 品 の 本 体 の 外 面 を 、 以 下  
の コ ー テ ィ ン グ ： 亜 鉛 － ニ ッ ケ ル コ ー テ ィ ン グ 、 ガ ル バ ニ ッ ク コ ー テ ィ ン グ 、 電 気 泳 動 析  
出 に よ っ て 生 成 さ れ た コ ー テ ィ ン グ 、 又 は 粉 末 コ ー テ ィ ン グ の う ち の 少 な く と も １ つ で 覆  
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 選 択 さ れ る コ ー テ ィ ン グ は 、 上 述 の 部 品 及 び シ ス テ ム に つ い て 、 屋 外 で 困 難  
な 天 候 又 は 環 境 条 件 （ 例 え ば 、 拡 散 縁 塩 を 溶 解 さ せ た 水 の 噴 霧 ） 下 で あ っ て も 連 続 使 用 を  
保 証 す る こ と が で き る よ う に 、 Ｄ Ｉ Ｎ   Ｅ Ｎ   Ｉ Ｓ Ｏ   ９ ２ ２ ７ に 従 っ て 、 少 な く と も ９  
６ 時 間 、 好 ま し く は 少 な く と も １ ５ ０ 時 間 、 よ り 好 ま し く は 少 な く と も ７ ２ ０ 時 間 に わ た  
っ て 、 耐 食 性 （ 例 え ば 、 赤 さ び に 対 し て ） で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の 水 素 案 内 部 品 の 本 体 を 実 質 的 に 形 成 す る 焼 戻 し 鋼 の 材 料 特 性 を 、 例 え ば 、 第 １ の  
ス テ ッ プ に お い て 適 切 な 出 発 材 料 （ 例 え ば 、 高 温 パ イ プ 又 は 同 様 の 半 完 成 品 ） を 微 細 構 造  
の 冷 間 加 工 に よ っ て 所 望 の 機 械 的 強 度 を 得 る た め に 冷 間 成 形 す る こ と で 達 成 す る こ と が で  
き る 。 続 い て 、 所 望 の 上 記 の 機 械 的 特 性 を 得 る た め に 、 形 成 さ れ た 出 発 材 料 に ア ニ ー リ ン  
グ 処 理 を 施 す こ と が で き る 。 最 後 に 、 品 質 管 理 の た め に 、 得 ら れ た 材 料 の 特 性 を 測 定 す る  
こ と が で き 、 適 切 な 半 製 品 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 少 な く と も １ つ の 第 １ の 水 素 案 内  
部 品 と 、 好 ま し く は 上 述 の よ う な 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 水 素 案 内 部 品 と を 備 え 、 こ れ ら  
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２ つ の 部 品 が 、 ね じ 接 続 部 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト 付 き 圧 縮 ヘ ッ ド 、 並 び に ／ あ る い は 溶 接 接 続  
部 及 び ／ 又 は は ん だ 付 け 接 続 部 を 介 し て 連 通 し て い る エ ネ ル ギ ー 変 換 シ ス テ ム 用 の 水 素 分  
配 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 例 え ば 、 そ の よ う な 水 素 分 配 シ ス テ ム は 、 高 圧 部 と 、 好 ま し く は 低 圧 部 と 、 高 圧 部 を 低  
圧 部 に 接 続 す る 圧 力 リ デ ュ ー サ と を 備 え る こ と が で き 、 高 圧 部 は 、 少 な く と も ３ ０ Ｍ Ｐ ａ  
、 好 ま し く は 少 な く と も ７ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 よ り 好 ま し く は 少 な く と も １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 動 作 圧 力  
に 合 わ せ て 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 高 圧 部 は 、 以 下 の 部 品 ： 外 側 タ ン ク 弁 又 は 内 側 タ ン ク 弁 、 フ ィ ル タ 、 逆 止 弁 、 圧 力 逃 が  
し 弁 、 少 な く と も １ つ の 充 て ん 導 管 及 び 少 な く と も １ つ の 取 り 出 し 導 管 、 コ ア レ ッ サ ー フ  
ィ ル タ 、 Ｔ 字 ピ ー ス 、 充 て ん ノ ズ ル 、 共 通 分 配 器 、 及 び ソ レ ノ イ ド 弁 の う ち の １ つ 以 上 を  
備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 分 配 シ ス テ ム は 、 特 に は 軽 量 で あ る と い う 理 由 で 、 と り わ け Ｈ ２ 駆 動 の 航 空  
機 、 ド ロ ー ン 、 列 車 、 船 舶 、 又 は 自 動 車 な ど の Ｈ ２ 乗 り 物 の ド ラ イ ブ ト レ イ ン 、 並 び に ／  
あ る い は Ｈ ２ 発 電 シ ス テ ム に 適 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 例 え ば 、 固 定 型 又 は 移 動 式 エ ネ ル ギ ー 変 換 シ ス テ ム が 、 以 下 の 部 品 ： 水 素 供 給 ラ イ ン 又  
は 水 素 タ ン ク と 、 水 素 燃 焼 機 関 、 水 素 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 燃 料 電 池 と 、 供 給 ラ イ ン  
又 は タ ン ク か ら 燃 焼 機 関 、 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 燃 料 電 池 へ と 水 素 を 供 給 す る 、 上 述  
の よ う な 水 素 分 配 シ ス テ ム と を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 乗 り 物 用 の Ｈ ２ 推 進 シ ス テ ム が 、 少 な く と も １ つ の 高 圧 水 素 タ ン ク と 、 水 素 燃  
焼 機 関 、 水 素 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 燃 料 電 池 と 、 少 な く と も １ つ の 高 圧 水 素 タ ン ク か  
ら 燃 焼 機 関 、 ガ ス タ ー ビ ン 、 及 び ／ 又 は 燃 料 電 池 へ と 水 素 を 供 給 す る 上 述 の よ う な 水 素 分  
配 シ ス テ ム と を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ４ ． 図 面 の 説 明
　 本 発 明 の 特 定 の 態 様 を 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 以 下 で 説 明 す る 。 図 面 に お い て ：
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 水 素 燃 焼 機 関 の た め の 水 素 分 配 シ ス テ ム の サ ブ シ ス テ  
ム 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 圧 縮 ヘ ッ ド 及 び ユ ニ オ ン ナ ッ ト を 有 す る Ｚ 字 形 の 水 素  
分 配 管 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 弁 ア セ ン ブ リ 用 の 逆 止 弁 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の 弁 の 弁 本 体 の 縦 断 面 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ５ ． い く つ か の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明
　 本 発 明 の い く つ か の 例 示 的 な 実 施 形 態 が 、 自 動 車 の Ｈ ２ ド ラ イ ブ ト レ イ ン 用 の い く つ か  
の 例 示 的 な 分 配 シ ス テ ム 及 び 部 品 の 例 を 使 用 し て 、 以 下 で 説 明 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本  
発 明 は 、 船 舶 、 列 車 、 航 空 機 、 又 は ド ロ ー ン な ど の 他 の 乗 り 物 、 並 び に エ ネ ル ギ ー 変 換 又  
は 発 電 の た め の 移 動 型 シ ス テ ム 又 は 固 定 型 シ ス テ ム に お い て も 、 同 様 に 使 用 す る こ と が 可  
能 で あ る 。 特 徴 の さ ま ざ ま な 組 み 合 わ せ が 、 本 発 明 の 図 示 さ れ る 実 施 形 態 を 参 照 し て 、 こ  
こ で 説 明 さ れ る 。 当 然 な が ら 、 本 発 明 を 実 現 す る た め に 、 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の す べ て の  
特 徴 が 存 在 す る 必 要 は な い 。 さ ら に 、 本 開 示 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 本 発  
明 の 保 護 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 実 施 形 態 を 、 技 術 的 に 矛 盾 が な く 、 好 都 合 で あ る  
な ら ば 、 或 る 実 施 形 態 の 特 定 の 特 徴 を 別 の 実 施 形 態 の １ つ 以 上 の 特 徴 と 組 み 合 わ せ る こ と  
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に よ っ て 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ が 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ４ 気 筒 Ｈ ２ 燃 焼 機 関 の た め の Ｈ ２ 高 圧 分 配 シ ス テ ム  
の サ ブ シ ス テ ム を 示 し て い る 。 こ こ で 、 分 配 シ ス テ ム は 、 ２ つ の ガ ス 供 給 ラ イ ン １ ２ ０ に  
よ っ て 供 給 さ れ る ２ つ の ガ ス 入 口 接 続 部 １ １ ２ を 有 す る 共 通 分 配 器 １ １ ０ を 備 え る 。 本 実  
施 形 態 に お い て 、 ガ ス 供 給 ラ イ ン １ ２ ０ は 、 １ ０ ｍ ｍ の 外 径 及 び ７ ｍ ｍ の 内 径 を 有 す る （  
ガ ス 供 給 ラ イ ン １ ２ ０ の 断 面 １ ７ ０ を 参 照 ） 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 ２ つ  
の 供 給 ラ イ ン １ ２ ０ の 肉 厚 は １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 共 通 分 配 器 １ １ ０ を 、 締 結 ブ ロ ッ ク １ ４ ０ を 介 し て 、 例 え ば 燃 焼 機 関 に 固 定 す る こ と が  
で き る （ 例 え ば 、 ね じ 接 続 部 に よ っ て ） 。 締 結 ブ ロ ッ ク １ ４ ０ は 水 素 と 接 触 し な い た め 、  
図 示 の Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム の 水 素 案 内 部 品 の 本 体 と は 異 な る 材 料 か ら 製 造 す る こ と も で き る  
（ 上 記 の 項 目 ２ を 参 照 ） 。 共 通 分 配 器 １ １ ０ は 、 ４ つ の 出 力 接 続 部 １ １ ４ を さ ら に 有 し 、  
そ の 各 々 に 、 関 連 の 燃 焼 シ リ ン ダ （ 図 示 せ ず ） の 関 連 の 噴 射 装 置 に Ｈ ２ ガ ス を 導 く Ｈ ２ 分  
配 パ イ プ １ ３ ０ が 接 続 さ れ る 。 分 配 パ イ プ １ ３ ０ は 、 ６ ． ３ ５ ｍ ｍ の 外 径 及 び ４ ｍ ｍ の 内  
径 を 有 す る 。 し た が っ て 、 分 配 パ イ プ １ ３ ０ の 肉 厚 は 、 １ ． １ ２ ５ ｍ ｍ で あ る （ 分 配 パ イ  
プ １ ２ ０ の 断 面 １ ６ ０ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 示 の 分 配 シ ス テ ム 、 と り わ け ガ ス 供 給 ラ イ ン １ ２ ０ 及 び 分 配 パ イ プ １ ３ ０ の パ イ プ 直  
径 は 、 ３ ０ Ｍ Ｐ ａ の ガ ス 圧 力 を 有 す る Ｈ ２ 高 圧 タ ン ク と 共 に 稼 働 す る よ う に 設 計 さ れ る 。  
し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 よ り 高 い 動 作 圧 力 （ 例 え ば 、 ７ ０ Ｍ Ｐ ａ 又 は １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ） に  
合 わ せ て 設 計 さ れ た Ｈ ２ 部 品 及 び Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ が 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る Ｚ 字 形 の Ｈ ２ 分 配 管 ２ １ ０ を 示 し て い る 。 管 ２ １ ０  
を 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ ０ を 有 す る ２ つ の 圧 縮 ヘ ッ ド ２ ２ ２ を 介 し て 、 Ｈ ２ 分 配 シ ス テ ム  
の 他 の 部 品 に 接 続 す る こ と が で き る 。 分 配 管 ２ １ ０ の 本 体 （ 及 び 、 随 意 に よ り 圧 縮 ヘ ッ ド  
及 び ユ ニ オ ン ナ ッ ト ） を 構 成 す る 焼 戻 し 鋼 の 材 料 特 性 （ 上 記 の 項 目 ２ を 参 照 ） は 、 分 配 管  
２ １ ０ の 耐 圧 性 を 損 な う こ と な く 、 小 さ な 曲 げ 半 径 を 有 す る 高 度 に 曲 げ ら れ た 管 を 製 造 す  
る こ と を 可 能 に す る 。 例 え ば 、 曲 げ 半 径 は 、 管 の 直 径 の １ ． ５ ～ ２ ． ２ の 範 囲 内 で あ っ て  
よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 分 配 管 ２ １ ０ を 外 部 の 影 響 （ 例 え ば 、 腐 食 ） か ら 保 護 す る た め に 、 分 配 管 ２ １ ０ の 本 体  
の 外 面 （ 及 び 、 随 意 に よ り 圧 縮 ヘ ッ ド ２ ２ ２ 及 び ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ ０ の 外 面 ） は 、 コ ー  
テ ィ ン グ で 覆 わ れ る 。 例 え ば 、 亜 鉛 － ニ ッ ケ ル コ ー テ ィ ン グ 、 ガ ル バ ニ ッ ク コ ー テ ィ ン グ  
、 電 気 泳 動 析 出 に よ っ て 製 造 さ れ た コ ー テ ィ ン グ （ 例 え ば 、 陰 極 浸 漬 コ ー テ ィ ン グ ） 、 又  
は 粉 末 コ ー テ ィ ン グ を 、 上 述 の よ う に こ の 目 的 の た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 好 ま し く  
は 、 そ の よ う な コ ー テ ィ ン グ は 、 Ｄ Ｉ Ｎ   Ｅ Ｎ   Ｉ Ｓ Ｏ   ９ ２ ２ ７ に 従 っ て 、 少 な く と も  
９ ６ 時 間 、 よ り 好 ま し く は 少 な く と も １ ５ ０ 時 間 、 さ ら に よ り 好 ま し く は 少 な く と も ７ ２  
０ 時 間 に わ た っ て 耐 食 性 （ 例 え ば 、 赤 さ び に 対 し て ） で あ る 。 こ の よ う な コ ー テ ィ ン グ は  
、 図 １ に 示 し た Ｈ ２ 部 品 又 は 上 述 し た 他 の 部 品 に も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ Ａ が 、 本 発 明 の さ ら な る 実 施 形 態 に よ る さ ら な る 水 素 運 搬 Ｈ ２ 部 品 を 示 し て い る 。  
こ れ は 逆 止 弁 ３ １ ０ で あ り 、 例 え ば 弁 ア セ ン ブ リ ３ １ ２ 又 は 充 て ん 導 管 （ 図 示 せ ず ） に 使  
用 す る こ と が で き る 。 逆 止 弁 ３ １ ０ は 、 軸 方 向 に 配 置 さ れ た ガ ス 入 口 ３ ４ ０ と 、 半 径 方 向  
に 配 置 さ れ た ２ つ の ガ ス 出 口 ３ ３ ０ と を 有 す る 弁 本 体 ３ ２ ０ 、 及 び 閉 鎖 キ ャ ッ プ ３ ３ ５ を  
備 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 弁 本 体 ３ ２ ０ 、 及 び 随 意 に よ り 閉 鎖 キ ャ ッ プ ３ ３ ５ は 、 上 記 の 項 目 ２ で 説 明 し た よ う な  
焼 戻 し 鋼 で 作 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 肉 厚 が 小 さ く 、 Ｈ ２ 脆 性 が 良 好 で あ り 、 耐 圧 性 で あ っ  
て 、 技 術 水 準 と 比 較 し て 軽 量 で あ り 、 製 造 も 容 易 で あ る 逆 止 弁 を 製 造 す る こ と が 可 能 に な  
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る 。 逆 止 弁 ３ １ ０ の 本 体 ３ ２ ０ は 、 例 え ば そ の Ｈ ２ 適 合 性 及 び 耐 圧 性 を 損 な う こ と な く 、  
Ｃ Ｎ Ｃ フ ラ イ ス 加 工 及 び ／ 又 は 穿 孔 が 容 易 に 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 小 さ い 肉 厚 （ 例 え ば  
、 ０ ． ８ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 範 囲 内 ） を 実 現 す る こ と が で き る に も か か わ ら ず 、 連 続 動 作 に お  
け る 高 圧 へ の 耐 性 及 び 最 大 １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 の 動 作 圧 力 を 保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ Ｂ が 、 図 ３ Ａ の 逆 止 弁 ３ １ ０ の 本 体 ３ ２ ０ の 縦 断 面 を 示 し て い る 。 ガ ス 入 口 ３ ４ ０  
か ら ２ つ の ガ ス 出 口 ３ ３ ０ へ の ガ ス 流 が 、 破 線 の 矢 印 で 示 さ れ て い る 。 図 示 の 構 成 に お い  
て 、 弁 は 、 金 属 製 の 封 止 ボ ー ル ３ ６ ０ を 弁 本 体 ３ ２ ０ の 封 止 面 に 押 し 付 け る 逆 止 ば ね ３ ５  
０ に よ っ て 閉 じ ら れ て い る 。 ガ ス 入 口 ３ ４ ０ に お け る Ｈ ２ ガ ス 圧 力 が 、 逆 止 ば ね ３ ５ ０ に  
よ っ て も た ら さ れ る 封 止 圧 力 を 超 え る と 、 逆 止 弁 は 開 き 、 Ｈ ２ ガ ス が ガ ス 入 口 ３ ４ ０ か ら  
２ つ の ガ ス 出 口 ３ ３ ０ へ と 流 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 弁 本 体 ３ ２ ０ 、 及 び 随 意 に よ り 封 止 ボ ー ル ３ ６ ０ 、 並 び に 随 意 に よ り  
逆 止 ば ね ３ ５ ０ が 、 上 記 の 項 目 ２ で 説 明 し た よ う な 焼 戻 し 鋼 で 作 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｈ
２ に 適 合 し 、 高 い 圧 力 に 耐 え 、 軽 量 で あ り 、 大 量 生 産 に き わ め て 適 し て い る 逆 止 弁 （ 並 び  
に 、 他 の 種 類 の 弁 又 は Ｈ ２ 部 品 ） を 製 造 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ っ て 可 能 に な る 重 量 低 減 及 び 効 率 向 上 は 、 環 境 に 優 し い Ｈ ２ エ  
ネ ル ギ ー 技 術 の ブ レ ー ク ス ル ー を 助 け る こ と に 大 い に 貢 献 す る こ と が で き る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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